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戯 曲CorfoZα%5の 主 題 に つ い て,G.B.Harrisonは,次 の よ う に 述 べ て い る 。

Thethemeoftheplayisafulllengthstudyofthecharacterofanindiv孟dual
l

whosufferedfromintolerablepride.

Coriolanusの 悲 劇 は,彼 が余 りに も尊大で,民 衆 との人 間関係が断絶 して,"solitar圭ness'・

の 存在 になる ところに ある。 この主人公 の性格描写 に,一 連 のイ メィ ジ,即 ち"disease",

"anima1"
,"god"の イ メイジが,重 要 な役割 を果 してい る。

この小 論の 目的は,上 述 のイメイジの考察 にあ る。

尚,イ メイ ジとい う概念 の意 味内容 は,そ れを使 用す る人に よつ て,色 々違 うよ うで ある

が,私 は,す べ ての比喩的,形 容的,描 写 的表現 を,全 部イ メイジの中に含 めて,考 える事

にす る。

亙

Spurgeonは,Shakespeareの 戯 曲 の中で,翫 泌 θ'以 後,CorぎoZ磁 π5の 中に"disease"の
2

イ メ イ ジ が 一 番 多 く あ ら わ れ る 事 を 指 摘 し て い る 。

こ の イ メ ィ ジ は,Coriolanusが,市 民 達 の 卑 劣 さ を,又,彼 等 に 対 す る 激 し い 嫌 悪 感 を

強 め る の に,屡 々 用 い られ て い る 。 先 ず こ の イ メ イ ジ は,1幕1場,穀 類 不 足 の 為,暴 動 を

起 し た 市 民 達 を 鎮 め る,Coriolanusの 台 詞 に あ らわ れ る 。

What'sthematter,youdissentiousrogues,

That,rubbingthepooritchofyouropinion,

Makeyourselves56α65P

(1.1.167-169)

"scabs"と い う"disease"の イ メ イ ジ は
,文 字 通 り の 病 気 の 意 昧,つ ま り 「疵 癬 」 と い う意

味 の 他 に,Onions,Schmidt,DoverWilson等 が 注 を し て い る よ う に,「 卑 劣 な 人 間 」 と い

う 意 味 が あ る 。"scabs"と い う"disease"の イ メ イ ジ で,.彼 は 病 気 の 如 き 存 在 で あ る 市 民 達
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を嫌悪すると同時に，彼等の卑劣さを軽蔑している。又，

塑壕へ敗退するローマ兵を屯しる彼の言葉にも，同様に，

る。

1幕4場，ヴォルサイの軍隊の為

“disease”のイメイジがあらわれ

All　the　60η如g・ion　of　the　South　hght　On　you，

You　shames　of　Rome！you　herd　of－Boils　and　plagues

Plaster　you　o’er，　that　you　【nay　be　abhorred

Farther　than　seen，　and　one　infect　another

Against　the　wind　a　mile！　you　souls　of　geese

That　bear　the　shapes　of　man，　how　have　you　run

From　slaves　that　apes　would　beat！Pluto　and　hell！

All　hurt　behind！backs　red，　and　faces　pale

　　　　　　　　　　　　　お
With且ight　and　aguea　fear　l

（1．　4．　30－38）

　　　　　　　ユ
戦争における名誉を特に尊重する彼は，廉恥心もなく，「虐にかかったように，ふるえて逃

げる兵士」の卑劣さを，激しく攻撃するとともに，「癩のようなむさい腫物」というイメィ

ジで，伝染病のように，彼等を忌み嫌う感情が，強く打ち出されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
　R．A．　Foakesも指摘しているように，　Shakespeareの戯曲では，或る幕に，侮るイメイ

ジが集中して用いられ，すぐれた機能を果している。この戯曲において，「病気」のイメイ

ジは，三幕一場に頻出して，大きな役割を果している。　この場面は，Coriolanusの民衆に

対する尊大さが，“disease”のイメイジにより巧みにあらわされると同時に，民衆が逆に，

Coriolanusこそ国家を乱す存在として，彼を追放する狼煙を挙げる，劇の重大な局面であ

る。3幕1場，民衆が，Coriolanusの執政官就任を取消した事を伝える護民官Brutusと

Siciniusに対して，激昂したCoriolanusは，次のように叫ぶ。

As　for　my　country　1　have　shed　my　blood，

Not　fearing　outward　face，　so　shall　my　lungs

Coin　wurds　till　their　decay　against　those　measles，

Which　we　disdain　should　tetter　us，　yet　sought

The　very　way　to　catch　them．

（3．　1．　76－80）

ここには，“measles”という“disease”のイメイジが用いられているが，このイメイジも，

前述の“scabs”と同様に，二つの意昧がある。一つは文字通り病気の「癩病患者」，今一っ

は，「卑劣な人間」という意味である。Coriolanusを執政官に選出した直後，忽ちそれを取

消す民衆の移り気，卑劣さが，この“disease”のイメィジによって，巧みにあらわされてい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　セ　　へ　　もる。と同時に，このような民衆に選挙権を与えるのは，国家にとって危険であり，民衆こそ
ヘ　　へ　　も　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　ヘ　　へ　　あ　　へ　　も　　ゐ　　も　　ヘ　　ヘ　　ヤ　　へ　　も　　た　　へ

国家という身体を危くする伝染病的存在である，という考えが強められている。

　さて，このような国家を治療する彼の方法は，激烈である。同幕同場，護民官BrutUSと
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Siciniusの言葉に，益々激昂したCoriolanusは次のように叫ぶ。

To　jump　a　body　with　a　dangerous　Physic

That’s　sure　of　death　wit　hout　it－at　once　pluck　out

The　multitudinous　tongue　：　let　them　not　lick

The　sweet　which　is　their　poison．

（3．　1．　154－157）

「劇薬を服して治療する」一これが彼の治療法である。彼は，病気の原因を精密に調べあ

げた後，正しく治療する方法，つまり，これを国家問題に当て嵌めると，Pt・一マ市民達の不

平の原因をつきとめ，それを軽減する手段を，決して講じない。「貴族連が慈悲心をすてて

剣を用いる事を評してくれりや，あいつらの千入や二千人は一挙に叩き殺して，死人の山を

築きあげてみせる」（1．1．201－204）一これが彼の手段である。Coriolanusにとって，民

衆に，自由，権i力といった甘い物（sweet）を与える事は，却って毒になる。彼は，決して

民衆と同列に身を置こうとはしない。このような彼の態度は，民衆の観点からすれば，逆に

「彼こそローマという国家を乱す病気であり，従って“isolate”しなければならない存在」

という事になる。

　ここで“disease”のイメイジの今一つの機能，つまり，民衆により，　Coriolanusが“iso－

late”される事を強める機能を見てみる事にする。3幕1場，護民宮Brutus，　Sicinius及び

群民が，　Coriolanus捕縛に向うのを止めようとして，　MeneniusはSiciniusと，次のよう

な言葉の遣取をする。

Sicinius．　He’s　a　disease　that　must　be　cut　away．

Menenius．　O，　he’s　a　limb　that　has　but　a　disease．

　　　　　Mortal，　to　cut　it　off；　to　cure　it，　easy．

（3．　1．　295－297）

Meneniusにとっては，「唯，そのほんの一部の，つまり，手足の病気にすぎない」Coriolanus

も，Sicinius一味にとっては，彼こそ国を乱す存在であり，国家を身体に喩えれば，「切り取ら

なければならない病気」なのである。更に同幕馬場，Siciniusの言葉を受けて述べるBrutus

の台詞は，注目に値する。

　　Will　hear　no　more．

Pur＄ue　him　to　his　house　and　pluck　him　thence

Lest　his　infection，　being　of　catching　nature，

Spread　further． （3．　1．　306－308）

“infection”（伝染）一この言葉は，1幕4場で，ヴォルサイの軍隊の為，敗退するローマ兵

を罵しる　Coriolanusの台詞の中に用いられたものであるが，今度は逆にBrutusにより

Coriolanus自身にむけられている。このイメイジにより，　Coriolanusこそ国家を乱す伝染病
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である，という考えが，強く打ち出されている。

　更に，この治療には，護民官BrutusとSiciniusが当る事になる。3幕1場，警保官，群

民対C。riolanusの争を鎮めようとするMeneniusに向い，　Brutusは次のように述べる。

　　Sir，　those　cold　ways，

That　seern　like　prudent　helps，　are　very　poisoneus

Where　the　disease　is　violent．

（3．　1．　220－222）

Brutus一味の見地からすれば，　Coriolanusは，ローマという健康体にとって，「激烈な病気」

であり，「冷淡な治療法」は，却って毒になる危険な存在である。遂に彼は民衆により，ロー

マから追放される事になる。

　以上のように，この戯曲において，Coriolanusの目から見た民衆の卑劣さ，．逆に民衆の目

から見た病気のような存在のCoriolanus一これらが“disease”のイメイジにより，見事に

浮彫りにされている。

　Coriolanusの中の“disease”のイメイジは，1幕1場と3幕1場にのみ集中的に頻出して

他の幕には，散発的にあらわれるだけである。然し，両頭両面が，劇の中の極めて重要な場
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ

面である事，又たとえ散発的でも，その累積的効果が著しい事を考え合せると，このイメイ

ジの果す役割は甚だ大きい。

盟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き
　Coriolanusにおける“animal”のイメイジも，“disease”のイメイジと同じ機能を果して

いる。

　高貴な動物，例えば，“lion”，“eagle”，“dragon”，“tiger”，等と，卑しい，臆病な動物，

例えば，‘‘dogs”，‘‘cats”，‘‘hares”，‘‘geese”，‘‘asses　，“mules”，“camels”，‘‘wolves”，‘‘crows”，

“goats”等が，対照的に用いられ，高貴な動物が，主として貴族に対して用いられているの

にひきかえ，野卑な動物は，市民達の卑劣な性質をあらわすのに屡々用いられている。

　尊大なCoriolanusが，市民達を軽蔑して用いる“animal”のイメイジは，“dogs”，

“hounds”，“curs”等で，全射到る処に用いられている。1幕1場で，暴動を起した市民達

に，彼はいきなり“curs／That　like　nor　peace　nor　war”（1．1．172－173）とどなりつけ

る。3幕3場では，追放される身となったCoriolanusは，激昂して次のように叫ぶ。

You　common　cry　of　curs　f　whose　breath　1　hate

As　reek　o’　th’　rotten　fens，　whose　loves　1　prize

As　the　dead　carcasses　of　unburied　men

That　do　corrupt　my　air－1　banish　you！

（3．　3．　120－124）

ここでは，彼は市民達を“curs”のイメイジで罵しっているが，“reek　o’th’rotten　fers”と
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か，“the　carcasses　of　unburied　men／That　do　corrupt　my　air”　という病気を暗示するイ

メイジと結びついて，彼の市民達に対する嫌悪感が強められている。最：後の“Ibanish　you！”

という言葉の中には，coriolanusの尊大さカミ見事にあらわれている。

　籾て，市民達の卑劣さは，上述のように“dogs”のイメイジで屡々あらわされるが，“mon－

ster”のイメイジによってもあらわされている。このイメイジが最：初にあらわれるのは，2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
幕3場，公演場における市民3の言葉の．中であるがここで用いられる“monstrous”，“mon－

ster”というイメ．イジは，　Coriolanusによって，“Hydra”のイメィジで，強く打ち出される。

　　　Why
You　grave　but　reckless　senators，　have　you　’thus

Given　Hydra　here　to　choose　’an　othcer

That　with　his　peremptory　‘sha11’，　being　but

The　horn　and　noise　o’　th’　monster’s　wants　not　spirit

To　say　he’11　turn　you　current　in　a　ditch

And　make　your　channel　his？

（3．　1．　91－97）

Hydra－Herculesによって殺された怪物で，一つの頭を切ると，その跡に，新たに二つの

頭が出来た怪物一のイメイジで，市民達の忘恩に対する憤りと，彼等．の卑劣さを見事に浮

彫りにしている。4幕1場，P一マ市門の前で，追放されて国を去る時のCorio玉anusの言葉，

「頭のいくつもある野獣めが，俺を八つき出しやがる」（4．1．1－2）は，やはり“Hydra”

に言及して，市民達の移り気，卑劣さを強めている。

　さて，ここで，この戯曲における“animal”のイメイジの興味ある用い方，つまり高貴な

動物が，卑しい動物と並列して用いられ，対照的な効果を産み出している点に注意してみよ

う。3幕1場，護民官Brutusの言葉に激したCoriolanusの台詞に，先ず，これがあらわ

れる。

　　　the　rabble

Call　our　cares　fears：　which　will　in　time
　　　　　　　　　’
BTeak　ope　the　locks　o’　th’　Senate　and　bring　in

The　crozvs　to　peck　the　eagles

（3．　1．　137－139）

ここでは，愚民達が「烏」に，元老院の貴族達が鷲に喩えられている。この「鷲」のイメイ

ジは，又，Coriolanusの勇敢な性質を表わすのに用いられている。5幕6場，ヴォルサイの

将軍，Au丘diusに，「叛逆者」，「泣虫小僧」と罵しられたCoriOlanusは，激；昂して次のよう

に叫ぶ。

　　　False　hound　t

If　you　have　writ　your　annals　true，　’tis　there，
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That，　like　an　eagle　in　a　dove－cote，　I

FIuttered　your　volscians　in　Coriole’．

Alone　1　did　it．

（5．　6．　113一117）

Au丘diusが「猟犬」であり，ヴォルサイ人は，戦争では臆病な「鳩」である。　Coriolanusは

自分自身を，「鳩のように臆病なヴォルサイ人を，唯一人で打ちひしぐ鷲」に喩えている。彼

の勇敢な性質は，「鷲」，「竜」（4．1．30），「虎」（5．4．32）という高貴な「動物」のイメ

イジで屡々あらわされている。然し，戦場における彼の行動から察せられるように，彼の勇
　　　　　　　む
気は極端であり，言わば蛮勇とも言うべきである。

　Coriolanusの過度の勇気は，蝶を追う彼の息子の行為に象徴されている。1幕3場，　Corio－

lanusの妻の友達Valeriaは，　Coriolanusの息子を評して次のように述べる。

1　saw　him　run　after　a　gi　lded　butterfly；　and　when　he　caught　it，　he　let　it　go　again

and　after　it　again：or　whether　his　fall　enraged　him，　or　how　’twas，　he　did　so

set　his　teeth，　and　tear　it；　O，　1　warrant，　he　rnammocked　it．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1．　3．　66－71）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エユ
“9ilded　butterfly”には，　Ribnerも指摘しているように，この世の美しい，優しい人間性の

価値が象徴されている。余りにも過ぎた行為は，この世における美しいものを，「粉な粉な

にする」（mammock）恐れがある。上述のValeriaの言葉に対して，　Coriolanusの母，　Volumnia

は「あれの父が滴籟を起した時に，丁度そういう事をしますよ。」と答えているように，息子

の行為は，取りも直さず，父親の行為である。4幕6場，Coriolanuisが，ヴォルサイ人に加

わって，ローマへ攻めてくるのを耳にした将軍Cominiusは“god”のイメイジで巧みに彼

の過ぎた行為を示している。

He　is　their　god；　he　leads　them　lifee　a　thing

Made　by　some　other　deity　than　IVature，

That　shapes　man　better；　and　they　follow　him

Against　us　brats　with　no　less　confidence

Than　boys　pursuing　summer　butterfiies，

Or　butchers　killin．a　flies．

（4．　6．　91－95）

ローマ人達は，Coriolanusとヴォルサイ人が「粉な粉なにひきちぎる蝶」である。　Coriolanus

のこのような行為は，丁度，勝手に人間を罰する神の行為と同じである。Cominiusも，上の

台詞で指摘しているように，Coriolanusは「彼等の神」（their　god）のような存在になって

いる。人間界にあって「神」へ飛翔するCoriolanusは，人間対人間の関係が絶ち切れた存

在になる。

　以上のように，この劇における民衆の移り気や卑劣さ，度を過ぎた勇気で，人間性の価値
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を踏み躍り，人間界から遊離するCoriolanus一これ等が“animal”のイメィジにより，見

事に浮彫りにされている。

　このイメイジも“disease”のイメイジと同様，1幕1場及び3幕1場にのみ集中的に頻出

して，他の幕には散発的にあらわれるだけであるが，“disease”のイメイジの処であげたの

と同じ理由で，このイメィジの果す役割は大きい。

　最後に，人間界から遊離したCoriolanusの姿が，“god”のイメイジを通してどのように

描かれているか，見てみる事にする。

亜

「神」の主題は，先ず，1幕1場，護民嘗BrutusとSiciniusの会話の中にあらわれる。

Brutus．　Being　mov’d，　he　will　not　spare　to　gird　the　gods．

Sicinius．　Bemock　the　modest　moon．

（1．　1．　260－261）

　　　　　　　　も　　　ヤ　　　も　　　も　　　ヘ　　　ヘ　　　へ　　　も

激怒すると，自ら神と対等になって，神々と争ったり，「貞淑な川神をも嘲弄する」Corio－

lanusの性格がはっきりと示されている。3幕1場，市民達を円しるCoriolanusの中に，護

民官Brutusは，「民衆と同じ弱点をもつた人間」ではなく，無闇に罰を加える「神」のよう

な存在を感じとる。

　　　You　speak　o’　th’　people

As　if　you　were　a　god　to　punish，　not

A　man　of　their　infirmity．
（3．　1．　80－82）

　このイメイジは，彼がPt・一マを追放された4幕以後頻出するが，それにより，彼の“so－

litarines’sが一層強められる事になる。4幕6場，　Coriolanusが，ヴナルサイ人に加わって，

ローマを焼き払う意図である事を聞いたCominiusは次のように述べ，彼が神の如き存在で

ある事を指摘している。

He　is　thier　god．　He　leads　them　like　a　thing

made　by　some　other　deity　than　．Nature

（4．　6．　90－91）

　“god”の主題の極点は5幕3場である。　Coriolanusが，帷握の中で，先刻，ローマ焼討中

止を嘆願に来たMeneniusを，手酷く追い返した事を思い出し，　A面diusに語る台詞の中

に先ずそれがあらわれる。

This　last　old　man，
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Whom　with　a　cracked　heart　1　have　sent　一to　Rome．，’／

Loved　me　above　the　measure　of　a　father，

Nay，　goddea　me　indeed．．
（5．　．3．　8－11）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b1　1’　1Yb　f－
Coriolanusにとって，　Meneniusの自分に対する崇拝は，丁摩，神を崇拝するよ．う、啄隼方に

見えたのである。然し，この主題の極致は，彼が，喪服を着て嘆願に来る母，妻，子供を見

た時に述べる，わきぜりふ（aside）にある。

　　　　out，　affection　！

All　bond　and　privilege　of　nature，　break　Z．

Let　it　be　virtuous　to　be　obstinate．

What　is　that　curtsy　worth　？　orthose　dove’s　eyes，

Which　can　make　gods　forsworn？　1　melt，　and　not

Of　stronger　earth　than　others．　My　mother　bows，

As　if　O1ympus　to　a　molehill　should

In　supplication　nod　：　and　my　young　boy

Hath　an　aspect　of　intercession　which

Great　Nature　cries　‘Deny　not！　Let　the　Volsces

Plough　Rome，　and　harrow　ltaly！　1’11　never

Be　such　a　gosling　to　obey　instincr，　but　stand

As　if　a　man　were　author　of　himself

And　knew　no　other　kin．

（5．　3．　24－37）

「あの鳩のような目附は，神々にも誓言を破らせるというが」と眩く彼は，自分を神と同列

に置いている。又「人聞は，われとわが手で作られたもので，親も，子も，妻も，何にもな

いもののようにしてくれる」という言葉の中に，人聞界と関係を絶たれた　Coriolanusの

“solitariness”を，明かに認める事が出来る。同じ場面の，．CoriolanusへのVolumniaの嘆

願の言葉の中にも，Corioianusと神との関連が述べられている。

　　　　Speak　to　me，　son；

Thou　hast　affected　the　five　strains　of　honour，

To　imitate　the　graces　of　the　gods

To　tear　with　thunder　the　wide　cheeks　o’　tl’　air，

And　yet　to　charge　thy　sulphur　with　a　bolt

That　should　but　rive　an・’ 盾≠求D

（5．，　3．　1484153）

「神々の徳をまねようと努めた」

いる。

Coriolanusは，雷光（a　bOlt）を持つJoveに喩えられて



No．　13 Coriolanusにおけるイメジャリーの機能について 79

　さ℃，5幕4場のMeneniusとSiciniusとの対話で，　Coriolanusの神めような存在につ

いての言及が終りになっている。

When　he　walks，　he　moves　like　an　engine，　and　the　ground　shrinks　before　his　tread－

ing．　He　is　able　to　pierce　a　cor＄let　with　his　eye，　，talks　like　a　knell，　and　his　hum

is　a　battery．　He　sits　in　his　state，　as　a　thing　made　for　Alexander．　What　he　bids

be　done　is　finish’d　writh　his　bidding．　He　wants　nothing　of　a　god　but　eternity　and

a　heaven　to　throw　in．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5．　4．　19－26）

これは，Meneniusが，　Siciniusに，　P一マ焼討中止の嘆願に行った婦人連は，失敗するだろ

うと話す場面である。「まるで活神様だ。不死でないばかりだ。天に居処がないばかりだ。」

というMeneniusの言葉に，人間界にありながら，神と匹敵する存在のCoriolanusの姿が，

鮮かに述べられている。更に，この後に続く両者の対話で，「神」に関する主題は終ってい

る。

Sicinius，　The　．crods　be　good　unto　us　！

Menenius．　No，　in　such　a　case　the　gods　will　not　be　good　unto　us．　When　we　bani－

　　　　　sh’d　him　we　respected　not　them；　and，　he　returning　to　break　our　necks，

　　　　　they　respect　not　us．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5．　4．　34－37）

MeneniusはSiciniusに，慈悲心を願っても無駄である事，以前彼等が神を無視した為，今

度はCoriolanusが，神のような存在となって，彼等を罰しに来る事を述べている。

　以上，私は，“god”のイメイジを通して，　Coriolanusの“solitariness”を見て来た。然し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユヨ
彼は，死ぬ迄完全に“solltariness”を通したのではない。母，妻，子供に絆されて，ローマ

焼討を中止した彼に，一時的とは言え，人間性への復帰が見られた。だが，死ぬ直前再び

“solitariness”に戻る。ヴォルサイの将軍，　Aufidiusに罵しられ，憤然として叫ぶ彼の台詞

（引用前出）の中に，ローマ人からも，ヴォルサイ人からも孤立無縁の彼の姿が，強く示さ

れている。人間界において，所詮神でもない彼が，“solitariness”の存在にあったところに，

彼の悲劇がある。

　以上のように，戯曲Coriolanusにおいて“（hsease”“animaP’“god”のイメイジは，夫

々Coriolanusの性格描写に重要な役割を果している。“disease”“animal”のイメイジで，

民衆の移り気や，卑劣さを強調する彼は，逆に同じイメィジで，民衆から忌み嫌われ，最

後に“god”のイメイジで鮮かに描き出されているように，人間界と全く無縁の存在，つま

り，“solitariness”の存在になる。

　上述のイメイジは或る幕にだけ頻出一例えば，“disease”“anima1”のイメイジは，共に

1幕1場，3幕1場，“god”のイメイジは，5幕3場，一して，他の幕では，散発的にしか

あらわれないが，夫々大きな役割を果している。即ち集中してあらわれる幕は，何れも劇の
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重大な場面であるし，又たとえ散発的であっても，絶えず我々に，劇の主題に関心を払わせ

る点から見て，その累積的効果が著しい事は否定出来ない。
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2　C．　F．　E．　Spurgeon，　Shakespeare’s　lmagery　and　IVhat　Jt　tells　Us，　Cambridge，　1958，　Chart

　粗．

3　こ．の箇所はPlutarchでは次のように書かれている。
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Summary

A Study of the Function of Imagery in Coriolanus

- with special reference to the "disease", animal" and "god" imagery-

Hitoshi Uchiyama

   In Coriolanus, the disease, animal or god imagery plays an important part in 

the characterization of the hero. 

   From proud Coriolanus' point of view, the plebeians are fickle and worthless, 

and this is shown emphatically through the disease and animal imagery. 

   From the plebeian point of view, however, Coriolanus is haughty and must 

be isolated from Rome. His isolation or "solitariness" is vividly depicted by the 

use of the god imagery. 

   The disease, animal or god imagery appears concentratedly in some Acts, 

where its use brings forth a remarkable effect. Elsewhere, it is only scattered 

throughout the play, but the cumulative effect of the use of the imagery is  very 

strong.


